
品
川
俗
諺
文

内
=
一
ニ

O 

家並

をji、

世

俗

諺

文

二

巻

紳
官
文
底
本
、
ハ
江
藤
文
庫
替
…
減
〉
内
閣
一
.
本
、
前
回
一
本
、
山
沼
崎
文
庫
本
は
ニ
舟
と
し
た
り
。

世
に
流
布
せ
ず
る
俗
諺
を
あ
つ
め
て
、
そ
の
出
所
の
本
文
を
示
し
、
衣
じ
今
案

ιし
て
、
著
者
の
設
を
附
記
し
た
る
も
の

な
り
J

{

一
港
と
い
ひ
、
二
冊
と
あ
れ
ど
、
序
文
に
、
三
港
と
あ
る
に
る
は

?
l
A官
港
と
し
先
る
本
に
よ
り
た
る
か
、
侠
容
の

ま
、
を
柏
崎
せ
た
る
か
今
俸
は
り
立
る
は
、
土
容
の
み
に
て
、
寸
祭
如
在
」
「
紳
不
享
非
躍
」
「
大
地
潟
的
L
等
よ

b
、
「
寓
旦
面

日
L
「
飛
白
」
「
折
角
」
に
至
る
百
二
十
二
項
ゐ

b
。

序
文

、
叙
日
、
風
風
之
錐
.
雌
有
翼
漸
習
子
飛
、
臨
朕
之
駒
、
非
無
蹄
狛
皐
馳
賜
、
物
師
有
之
、
人
亦
宜
爾
1

管
事
府
民

外
端
丑
ノ
、
宮
子
春
秋
、
好
以
丈
阜
、
宮
市
別
時
也
、
天
下
之
士
、
陪
家
君
左
相
府
東
問
者
・
裁
長
、
殆
'
却
周
公
旦
之
目
見
レ
む

十
人
也
、
或
零
潟
師
、
英
首
書
也
、
不
改
函
丈
之
組
、
或
謙
知
友
同
詩
句
也
、
令
交
振
未
之
島
、
於
是
各
抄
詩
書
、
捕
劫

銃
仰
1

去
夏
i

古
僕
魚
一
憲
、
賜
参
州
前
刺
克
藤
原
恐
直
撰
集
、
我
羽
古
来
七
言
詩
秀
句
一
定
、
命
日
、
可
加
遺
漏
夫
、
俣
活

府
幹
日
、
基
直
木
孔
門
之
藤
雄
、
己
其
人
也
、
限
令
新
撰
他
丈
、
難
下
雄
寅
失
、
端
丑
ノ
遁
客
一
所
言
侃
々
如
也
、
間
々
如
、

一
也
、
足
後
縞
思
べ
老
欄

H
昏
閑
散
、
心
細
遁
抄
話
役
、
堂
不
悦
乎
、
月
除
或
入
品
目
日
、
惇
問
端
ヂ
語
一
所
親
日
、
知
器
右
ι

所
約
束
、
不
知
何
害
者
、
故
知
之
哉
、
忽
鷲
比
言
、
悦
忽
夫
度
、
幸
也
1

若
所
承
定
、
魚
無
所
永
定
、
2

魚
住
…
信
之
校
央
、
但

亦
何
魚
哉
、
百
家
街
多
九
流
浪
欲
泊
、
欲
求
便
於
政
務
之
文
、
則
承
庭
訓
、
而
常
問
欲
集
備
於
風
月
之
者
、
則
多
門
人
之

混
献
、
夫
言
語
岩
自
交
、
俗
諺
者
多
出
経
籍
、
臨
稗
典
儒
書
、
持
街
談
巷
説
、
z

然
而
必
不
知
本
所
出
失
、
抱
朴
子
云
、
所

謂
見
党
(
去
、
而
不
誠
其
形
、
捗
共
流
、
不
知
其
源
者
獄
、
是
以
世
辛
口
賞
、
一
内
外
本
文
管
見
所
及
、
且
一
百
五
十
二
門
、

六
百
品
川
一
章
、
勃
品
川
三
巻
、
名
錦
世
俗
諺
文
、
比
外
漏
略
迫
賂
一
細
川
妹
、
後
之
見
者
亦
羨
枠
捕
、
但
有
諒
一
於
代
、
有
煙
於
言

之
類
、
拾
市
不
取
、
是
自
民
浴
中
集
、
憤
理
世
安
仰
木
之
時
、
除
詰
丞
征
戎
之
作
之
例
也
、
其
除
幽
臭
倣
旨
泊
在
線
網
、
不
'

魚
言
詮
者
、
亦
無
捺
之
失
、
彼
張
安
世
之
薦
蘇
武
、
寧
非
隼
明
於
故
事
哉
、
程
方
建
之
翠
薩
宣
、
豆
是
宜
習
古
法
也
、
詞

誠
臨
.
催
、
笠
以
拾
話
、
於
戯
沈
金
者
堕
也
、
攻
玉
者
石
也
、
濯
錦
岩
魚
也
、
涜
布
'
者
友
也
、
用
賎
彰
貴
助
之
理
也
、
明
管

絹
攻
於
牛
搾
之
才
、
踊
宗
泊
露
於
琶
海
之
如
口
、
伏
願
端
芳
在
垂
採
覧
、
子
時
寛
弘
四
年
・
丁
未
、
歳
秋
入
何
十
七
日
、
散

ハ
班
朝
散
大
…
一
六
源
潟
憲
芹
、

年 0)
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な管
れ事
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世

俗

諺
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三



世

俗

諺

文

は
、
中
納
言
貞
嗣
の
玄
孫
能
登
守
利
博
の
子
に
て
、
隼
卑
n
T
服
に
、
「
文
、
獄
、
従
五
位
下
、
信
乃
、
三
河
守
、
L
と
あ
り
。
基
直

四
=
一
四

の
撰
ぴ
花
る
秀
句
停
は
ら
ぎ
れ
ば
詳
な
ら
?
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
源
潟
憲
は
、
頼
過
の
委
蝿
に
よ
b
、
藤
血
中
直
の
秀
句
に
増

補
し
て
、
こ
の
害
を
編
修
し
た
る
も
の
な
り
。
序
文
に
は
、
「
一
百
五
十
二
門
、
六
百
三
十
一
章
、
勃
潟
三
巻
、
」
と
あ
れ
E
、

ZをZJ1:
白 色長!.!フ自トめ g

委主1Z

11qj 

凶暴巷，
Af
守

総
V

成
掃
除
夕
、
都
第
亦
ゑ
働
刊
誌
，
T
忠
一
感
動
員
吟
一

一

存

札

糸

船

長

楽

天

存

葉

、

選

f
f
j
a

一
水
和
わ

bhωf春
弘
被
4
，H
L

弘
武
動
叩
市
川
出
'
五
千
b
F

f
不
安
官
事
免
一
章
一
色
4221ι
し

中
下
の
二
容
は
今
快
活
し
た

b
。
そ
の
門
と
い
ひ
、
章
と
あ

俗世

れ
E
、
今
の
本
は
、
「
如
抑
顕
色
の
語
に
、
心
地
観
経
、
大
賀

積
経
の
本
文
を
列
ね
「
天
無
二
日
」
の
語
に
、
腫
記
、
奥
記
の

諺

本
文
を
引
載
し
た

b
。
或
は
語
を
門
と
-
し
、
出
典
の
本
文

文

を
章
と
記
し
た
る
も
の
か
。
然
ら
ば
、
一
百
五
十
二
円
の

(議所院智観〉

中
、
上
巻
の
み
に
て
、
百
二
十
ニ
語
あ
れ
ば
、
中
下
各
は
、
甚

r少
〈
な
れ
ば
、
或
は
一
百
は
三
百
の
誤
寓
な
ら
ん
か
@

そ
の
引
詮
し
た
る
典
籍
は
可
日
本
紀
以
下
の
図
書
、
及
び

論
語
以
下
の
漢
籍
、
法
華
文
句
以
下
の
経
典
な
h
y
。

著
者
源
魚
憲
は
、
光
孝
天
皇
の
皇
子
源
是
恒
の
官
孫
に
で
、
筑
前
守
忠
幹
の
子
な

b
。
源
順
に
従
う
て
皐
び
、
文
章
生
、

誠
人
、
式
部
丞
に
任
性
ら
れ
、
伊
賀
、
遠
江
、
美
濃
、
加
賀
等
の
守
と
な
b
、
寛
弘
入
年
八
月
卒
す
。
-
』
の
外
、
口
遊
、
三
賀
給
、

本
朝
詞
林
、
及
び
詩
集
ゐ

b
。

こ
の
書
の
古
詩
本
は
、
東
寺
観
智
院
所
蔵
の
平
安
朝
末
期
の
も
の
あ
、
・
9
0
昭
和
二
年
、
国
賓
に
指
定
せ
ら
れ
、
同
六
年
、

古
典
保
存
舎
に
で
複
製
し
た

b
。2

刊
本
は
、
績
群
書
類
従
に
収
め
た
る
も
の
あ

b
。

掌

函

締

抄

十

巻

今
俸
は
ら
ね
ば
、
如
何
な
る
も
の
と
も
知
h
難
し
。
建
内
記
嘉
吉
元
年
六
月
十
四
日
の
僚
に
、
「
賃
定
会
述
作
掌
函
抄

十
巻
之
外
日
六
一
審
」
と
見
え
た
る
も
の
と
倉
敷
も
あ
へ
ば
、
同
じ
き
も
の
な
る
ぺ
し
。

著
者
賞
定
は
、
徳
大
寺
会
能
の
子
に
で
、
正
二
位
、
左
大
区
に
至

b
、
建
久
二
年
、
五
十
三
に
て
亮
去
せ

b
。

日

本

塁

呉

記

一
巻

内
閣
一
本
、
前
倒
一
本
、
利
用
同
文
底
一
本
、
徳
官
本
ニ
巻
に
作

p
、
紳
宮
文
底
本
(
江
藤
文
臨
護
政
)
東
洋
文
庫
本
、
内
閣
一
本
・

前
回
一
本
、
彰
考
鈴
本
、
紳
官
文
庫
ニ
恐
と
し
た
り
。

雄
略
天
皇
よ
h
J
、
桓
武
天
皇
に
至
る
因
呆
臆
報
等
、
霊
異
の
賃
例
ぞ
記
し
た
る
も
の
な
b
。
故
に
日
本
図
現
報
善
悪
霊

異
記
と
稀
せ
り
。
日
本
霊
異
記
は
、
そ
の
略
栴
な

b
。
港
上
は
、
合
示
善
悪
表
線
三
十
四
五
僚
と
あ
り
て
、
雄
略
天
皇
よ
り
、

聖
武
天
皇
の
御
代
に
至
る
三
十
五
焼
、
中
港
は
、
聖
武
天
皇
の
御
代
に
で
、
会
示
善
悪
表
紘
四
十
二
僚
と
あ
り
。
下
容
は
孝

件
事
鴎
締
抄

日
本
盤
即
時
記

謙
天
皇
よ
b
、
桓
武
天
皇
に
至
る
、
会
示
善
悪
表
総
三
十
九
僚
と
あ
り
て
、
そ
の
目
録
を
の
せ
た
b
J
O
品
位
首
に
の
せ
た
る

四
三
五



日

本

露

英

記

四
三
六

序
文
じ
、
原
夫
内
経
外
書
体
於
日
本
、
而
典
始
代
凡
有
二
時
、
皆
自
百
済
園
時
来
之
、
軽
島
盛
明
宮
御
宇
春
田
天
皇
代
、

一
外
書
家
之
、
磯
誠
島
金
刺
宮
御
宇
欽
明
天
皇
代
、
内
典
来
也
、
然
乃
皐
外
之
者
誹
於
備
法
、
寵
内
之
者
軽
於
外
典
、
恐

~
.
擬
之
類
、
懐
於
迷
報
、
匪
信
於
罪
一
服
、
深
智
之
倍
、
親
於
内
外
、
信
恐
因
呆
、
唯
代
々
天
皇
、
或
登
高
山
頂
起
悲
心
、
住
雨

漏
殿
撫
子
康
氏
、
或
生
而
高
弊
宋
委
末
事
二
間
十
訴
二
言
不
漏
、
生
年
廿
五
受
天
皇
諸
説
大
衆
経
、
所
遺
経
疏
長

流
末
代
、
或
接
弘
誓
願
、
敬
誼
偶
像
、
天
随
所
願
、
地
蔽
質
減
、
亦
大
佐
等
、
徳
符
十
地
、
道
超
ニ
来
、
実
智
焔
以
照
菅

岐
、
通
慈
舟
而
済
溺
類
、
難
行
苦
行
名
流
遼
図
、
今
時
深
智
人
、
紳
功
亦
牢
測
、
於
是
諾
灘
薬
師
寺
沙
門
長
戒
、
熟
眼
世

R
A
也
1

方
好
部
行
1

一
魁
利
養
食
財
物
、
過
礎
石
於
翠
銭
山
以
味
鋭
、
欲
他
品
川
惜
巳
物
、
甚
流
頭
於
粉
粟
粒
以
暁
糠
、
戎
食

寺
物
、
生
晴
償
債
、
或
誹
法
償
、
現
身
被
災
、
或
殉
道
積
行
、
而
現
得
駿
、
或
深
信
修
善
、
以
生
君
結
、
善
悪
之
報
知
影
隠

形
、
苦
楽
之
響
如
臆
谷
一
昔
、
見
聞
之
者
市
鷲
位
、
忘
一
卓
之
問
、
強
協
之
者
侠
倖
岬
閥
、
念
起
肝
之
頂
、
匪
基
善
悪
之
吠
、

何
以
直
於
白
執
、
而
定
是
非
、
巨
示
因
果
之
報
、
何
由
改
於
悪
心
、
而
修
善
道
子
、
品
目
漢
地
法
冥
報
記
、
大
庶
図
作
般
若

験
記
、
何
唯
慌
乎
他
国
惇
録
、
弗
信
恐
乎
白
土
奇
事
、
与
起
白
鴎
之
不
得
忍
寝
、
居
心
忠
之
不
能
黙
然
、
故
明
註
側
問
、

'
抗
日
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
、
作
上
中
下
三
巻
、
以
流
卒
業
、
然
円
京
戒
票
性
不
儒
、
沼
立
雄
澄
、
扶
井
之
議
久
迷
大

方
、
能
巧
所
雌
洩
工
加
力
、
恐
寒
心
胎
忠
於
傷
心
、
比
亦
眠
山
之
一
際
、
但
以
口
説
不
詳
、
忘
泣
多
失
、
不
円
升
食
羊
一
日
之

至
、
懐
示
泣
竿
之
業
、
後
生
賢
者
幸
勿
岐
芳
、
新
党
奇
記
者
、
却
邪
入
正
、
諸
延
英
作
、
諸
善
奉
行
、

と
お
り
。
冥
報
記
、
般
若
験
記
等
に
倣
ひ
て
、
撰
ぴ
た
る
も
の
な
り
。
ま
た
中
下
の
二
容
も
、
各
巻
首
に
一
文
な
的
せ
'9
。

港
下
の
巻
首
に
、
夫
善
悪
因
果
君
、
顕
於
内
経
、
吉
凶
得
失
裁
諾
外
具
、
今
採
是
賢
劫
尺
迦
一
代
数
文
、
有
三
時
二
正

法
五
百
年
i

二
像
法
千
年
、
三
末
法
高
年
、
自
偽
担
架
以
来
、
迄
子
延
暦
六
年
歳
次
了
卯
、
而
淫
千
七
百
二
十
一
.
一
年
、
過

正
像
一
一
、
而
入
末
法
寸
然
日
本
従
悌
一
法
一
位
遁
以
還
、
迄
子
延
一
陪
六
年
、
市
淫
二
百
三
十
六
年
・
也
、
肝

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
二
の
書
は
、
延
暦
六
年
の
頃
、
撰
び
た
る
も
の
な
る
が
如
し
。
然
る
に
、
下
容
第
三
十
八
伎
の
中
に
、
延

暦
十
九
年
正
月
ま
で
の
事
を
記
し
、
「
智
行
並
具
脇
師
宣
待
人
身
生
国
皇
之
子
縁
第
三
十
九
」
と
し
て
、
経
善
珠
踊
師
の
事

を
の
せ
、
善
珠
が
臨
終
の
際
、
二
十
入
年
之
後
、
図
王
の
子
と
生
れ
、
名
を
神
野
と
な
す
と
い
へ
る
預
言
の
如
(
、
柿
野
「
生

於
山
部
天
皇
皇
子
、
其
名
魚
紳
野
親
王
、
今
平
安
宮
治
天
下
賀
美
野
天
皇
是
也
、
」
と
記
し
た
り
。
こ
れ
に
立
れ
ば
、
三
十
入

僚
の
次
の
保
、
及
び
三
十
九
僚
は
、
嵯
峨
天
皇
の
御
代
に
至
り
て
、
増
補
し
た
る
も
の
な
る
が
如
し
。

こ
の
害
は
、
倭
名
類
緊
抄
、
三
賀
給
、
扶
桑
略
記
、
法
華
験
記
、
今
昔
物
語
、
東
大
寺
要
録
等
の
話
番
に
引
詮
せ
ら
れ
、
群

書
類
従
に
股
め
ら
れ
た
h
J
。
な
は
そ
の
肯
寓
本
校
定
に
つ
い
て
は
、
狩
谷
望
之
の

政
文
に
、
日
本
因
現
報
善
悪
霊
異
記
、
弘
仁
年
間
薬
師
寺
信
長
戒
所
署
也
、
本
朝
書
籍
目
録
云
、
日
本
震
具
記
二
世
1

世
少
惇
本
、
余
往
獲
延
賢
鈴
本
上
中
下
三
巻
、
典
明
瓦
戒
自
序
合
、
則
書
目
所
哉
容
数
益
課
也
、
港
末
記
云
高
野
山
金
剛

ゴ
一
味
院
寓
之
、
松
下
見
林
、
借
契
坤
輩
所
見
亦
是
也
、
比
害
立
言
踏
出
浮
屠
氏
、
市
文
辞
古
捺
可
吾
、
又
問
有
糾
史
之

e

謬
、
及
詮
明
他
書
、
則
古
書
之
最
善
者
也
、
然
批
脱
頗
多
i

殆
不
可
句
失
、
余
嘗
欲
校
正
比
害
、
有
年
子
比
、
後
屋
代
輸

先
生
基
高
野
山
所
蹴
原
本
被
窓
借
、
題
云
、
建
保
二
年
六
月
七
白
書
お
了
、
賃
六
百
年
前
古
砂
、
於
是
延
賀
紗
本
鋳
可

日

本

窓

英

記

四
一
ニ
七



日

本

震

英

記

廃
也
、
然
英
中
下
容
逸
脱
数
使
、
五
同
未
由
枝
捕
、
又
尾
張
岡
大
須
其
踊
寺
減
古
録
中
下
二
巻
、
塙
先
生
獲
其
基
本
、

四
=
一
八

屋
代
先
生
又
影
紗
以
寄
之
、
校
之
高
野
本
所
侠
昂
然
倶
存
、
余
驚
喜
乃
新
訂
一
本
、
其
上
巻
依
高
野
本
免
原
、
中
下
二

巻
、
依
尾
張
本
免
原
、
以
高
野
本
多
侠
逸
也
、
如
其
宇
盟
、
一
依
ニ
古
本
、
古
人
筆
蹟
白
有
淵
源
、
不
可
妄
改
也
、
訓
梓

記具霊本日

仮
宇
不
入
格
者
、
後
人
轄
お

偶
謀
、
見
而
可
知
者
不
煩
径

改
、
又
参
以
扶
桑
略
記
、
法
華

験
記
、
今
昔
物
語
、
諸
害
補
正
、

(荻所寺鼠興〉

議
肱
無
可
徴
者
、
以
意
改
之
、

別
作
孜
詮
三
巻
、
必
標
詰
某

原
字
、
恐
有
金
銀
事
之
諜
也
、

友
人
孜
語
采
而
鋭
之
、
若
其

姓
名
不
混
其
劫
央
、
今
・
也
比

校
本
収
入
、
余
也
市
井
之
人
、
幸
依
比
書
得
阿
名
於
巻
末
、
且
以
惇
後
、
則
塙
先
生
之
賜
也
、
校
正
竣
功
、
遺
書
子
後
、

文
化
十
三
年
二
月
湯
島
狩
谷
望
之
志

こ
の
香
の
古
詩
本
は
、
興
一
服
寺
所
蔵
上
巻
、
名
古
屋
貫
生
院
所
蔵
中
下
巻
、
及
び
前
回
侯
爵
家
所
臓
(
仁
和
寺
心
蓮
院
沓

減
)
の
下
巻
あ
り
。
ま
た
群
書
類
従
に
収
め
士
、
り
。
血
(
踊
寺
本
は
、
大
正
十
一
年
、
同
寺
東
金
堂
よ
り
接
見
し
た
る
も
の

に
し
て
、
港
尾
に
、
「
延
喜
四
年
五
月
十
九
日
午
時
詐
寓
巳
畢
釘
叫
」
と
あ
れ
ば
、
最
も
古
〈
、
且
つ
類
従
本
に
繰
り
た
る

る
三
十
ニ
縁
以
下
回
僚
ゐ
h
y
o

昭
和
九
年
、
佐
伯
良
謙
兵
こ
れ
を
複
製
し
、
大
屋
徳
誠
氏
の
解
説
ぞ
附
し
た

b
。
質
生
院

こ
の
書
に
閲
す
る
詰
梓
書
、
参
考
書
は
、
左
の
如
し
。

本
は
、
明
治
三
十
七
年
、
前
田
本
は
昭
和
六
年
、
育
徳
財
固
に
て
複
製
し
、
昭
和
十
年
、
岡
賢
に
指
定
せ
ら
れ
た
り
。

仮
名
日
本
塁
具
記

日
本
霊
兵
記
考
詮

谷

5守

日
本
霊
異
記
索
引

伴

日
本
塁
説
訓
牒
字
類

木

付

五

私

教

類

来

念

私
歓
を
秘
欽
と
し
た
る
本
多
〈
.
内
閣
一
本
ニ
念
と
し
た
り
。

教
訓
の
書
な
り
。

皇信正

之友静

政
事
要
略
、
拾
芥
抄
に
、
士
口
備
大
臣
私
設
類
来
と
記
し
た
る
に
よ
れ
ば
、
吉
備
具
備
の
撰
ぴ
た
る
も

の
な
b
。
拾
芥
抄
に
載
せ
た
る
目
録
左
の
如
し
。

出
柄
数
類
釆

四
三
九



引

制

致

問

問

楽

間
関

O

第
一
時
一
示
内
外
事
内
外
五
戎

外
教
五
常

一
不
殺
生

一
仁
不
殺

二
不
倫
盗

二
義
不
盗

姪

飲

腿
不
邪

四
不
安
語

四
智
不
安

五
不
飲
酒

王
信
不
間
同

第
二
時
一
不
文
籍
事

第
三
仙
道
不
用
事

第
四
人
生
控
佑
事

第第
七五
不人
可道
行大
盗意
事事

第第
八六
不不
可可
行殺
害子 生
照一事
事

第
九
不
可
妄
語
事

第
十
不
可
酔
乱
事

第
十
一
可
忠
孝
事

第，第第第第第第
三一二二十十十十
十‘十十八六四二
四二可英司息，可.河
莫可.忍位綬!慌存
妻勤話:他可言信
雨!身‘情、家行語忠
実行‘事事事事事
事事一

第
十
三
可
信
僻
法
事

第
十
五
泊
則
必
改
事

第
十
七
不
侮
思
夫
事

第
十
九
可
呑
交
遊
事

第
二
十
一
一
叫
恨
飲
食
事

第
二
十
三
不
可
砦
修
事

第
二
十
五
不
可
恨
販
盟
事

第
三
十
六
不
可
博
突
事

第
二
十
七
世
俗
禁
忌
事

第
二
十
八
任
身
禁
忌
事

第
二
十
九
民
中
禁
忌
事

第
三
十
世
俗
愚
行
事

第
三
十
一
英
同
詐
訴
事

第
三
十
一
一
不
可
監
禁
事

第
三
点
・
三
其
勤
昆
日
監
事

第
三
十
四
可
知
一
品
占
事

も，

第
三
十
五
可
知
間
百
万
事

F

P

第
三
十
六
可
知
書
算
事
一
一

第
三
十
七
可
勤
阜
文
事

?
-
第
三
十
uλ
可
知
弓
射
事
φ

こ
の
書
1

今
は
世
に
惇
本
な
く
、
政
事
要
略
巻
七
十
に
、
第
三
十
一

er、
容
入
十
四
に
第
十
五
を
、
各
九
十
五
に
第
三
十

四
第
五
十
五
、
一
第
ニ
十
六
、
第
三
十
七
を
引
載
し
た
る
色
の
あ
h'
。
河
海
抄
若
菜
土
地
借
に
も
掲
げ
た
h
J
。
第
三
十
四
、
第
三
-

寸
・
六
、
第
三
十
七
に
'
の
せ
た
る
も
'
の
は
‘
顔
氏
家
訓
よ
り
、
第
十
五
は
、
論
語
を
引
詮
し
た
れ

E
、
第
三
十
一
、
第
三
十
五
の

月
一
伎
は
、
古
書
を
あ
げ
?
?
控
鵡
抄
に
引
き
た
る
も
の
は
、
僚
自
明
な
ら
や
J
1

古
書
も
見
え
?
。

河
海
抄
に
引
き
た
る
も

の
一
は
、
後
漢
書
偽
法
渡
来
の
伎
を
引
一
哉

L
穴
れ
ど
、
い
づ
イ
れ
の
傍
目
な
る
-
か
詳
な
ら
4
7
。
ま
た
畏
縮
抄
に
引
き
た
る
も
の

に
は
、
「
今
余
豆
七
十
有
六
云
々
、
」
と
あ
り
。
吉
備
畳
一
備
の
七
十
六
歳
な
り
し
は
、
紳
護
去
副
長
三
年
な
れ
ば
、
-
』
の
書
は
、
そ

の
頃
に
撰
ぴ
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。

也
口
出
抑
具
備
は
1

右
衛
士
少
尉
下
道
朝
臣
閥
勝
の
予
刃
み
J

元
正
天
皇
の
御
代

-
A唐
し
て
経
克
を
研
銭
I
M
、
・
衆
襲
に
渉

hJ
、
臨
朝
の
後
、
孝
謙
天
皇
東
宮
の
御
時
、
皐
士
と
な
hJ
、
正
二
位
、
右
大
臣
に
誕
み
、
買
亀
六
年
、
八
十
三
才
に
て
嘉
去
せ

b 

引

制

品

臥

開

制

系

四
四



直

皐

士

清

原

出
一
品

季

食
品
別
問
答

四
四

貴

嶺

問

答

巻

内
閣
本
、
及
び
前
岡
本
籍
に
は
ミ
中
山
忠
親
会
』
と
記
し
た

p
。

雲
州
消
息
な

E
、
同

ι〈
、
消
息
文
の
盟
に
で
、
法
令
、
有
職
に
閲
す
る
問
答
ぞ
か
き
た
る
も
の
な
り
。
各
尾
に
、
消
息
の

様
式
を
越
ぺ
て
、
抑
宇
事
、
折
奥
念
事
、
書
裏
方
事
、
侯
宇
事
、
裏
紙
事
、
懸
紙
事
、
用
五
枚
事
、
上
所
事
等
の
故
賃
を
記
せ
bd
。

此
の
書
の
著
者
は
、
中
山
忠
親
な
る
よ
し
、
嘉
臓
の
奥
書
に
見
え
し
が
、
い
つ
の
頃
書
き
た
る
も
の
な
る
か
、
九
月
二
十

三
日
の
文
に
、
「
於
資
貯
者
、
北
陸
武
士
乱
入
京
師
之
時
、
不
残
一
物
奪
取
畢
、
」
と
あ
り
。
こ
は
、
寄
永
二
年
各
、
木
骨
義
仲

京
師
に
入
hJ
、
部
下
の
兵
士
の
掠
略
を
な
し
た
る
事
を
い
へ
る
も
の
な
れ
ば
、
三
れ
に
よ
り
て
、
書
永
三
年
以
後
に
な
り

た
る
も
の
な
る
を
知
る
ぺ
し
。
な
ほ

念
尾
に
、
東
大
寺
大
偽
其
功
己
成
、
鋳
師
唐
人
今
朝
可
阪
本
因
云
々
、
誠
是
樫
佑
之
所
魚
、
神
明
之
結
構
也
、
彼
唐
人

雄
欲
召
賀
、
異
朝
殊
俗
、
不
可
入
禁
裏
、
食
又
廻
却
可
謂
遺
恨
、
可
令
計
市
給
者
、
依
天
気
執
達
如
件
、

E
見
え
た
り
。
こ
は
寄
永
二
年
五
月
、
宋
人
陳
和
卿
の
東
大
寺
大
仰
を
鋳
造
し
た
る
を
い
へ
る
も
の
な
れ
ば
、
文
治
中
の

も
の
な
る
事
は
、
疑
な
か
る
べ
し
。

こ
の
書
は
、
群
書
類
従
に
牧
め
た
り
。
そ
の
惇
来
は
、

奥
書
に
、
此
害
者
、
組
父
内
相
府
之
筆
倒
也
、
正
本
食
季
卿
惇
之
、
予
先
年
以
件
正
本
書
認
、
而
不
慮
有
朽
損
事
、
宜
尋

彼
本
之
島
、
或
人
被
取
失
畢
云
々
、
旬
以
他
本
一
刊
誌
喰
書
留
之
島
£
本
云
宇
ま
結
、
甚
以
狼
籍
、
不
能
指
南
、
免
之
如

何
云
々
、

嘉
誠
元
年
十
月
十
七
日
燭
下
比
校
了

比
消
息
者
、
中
山
内
大
臣
叫
親
草
・
也
、
於
臭
害
者
、
彼
順
孫
参
議
濁
林
一
則
定
筆
跡
云
々
、
労
有
其
典
之
問
勾
之
皐
、

正
和
元
年
入
月
之
比
、
令
文
等
不
審
、
相
等
法
家
輩
之
所
、
引
本
書
悉
直
之
革
、
其
外
不
龍
得
事
一
雨
有
之
、

翻
臆
元
年
十
一
月
一
日
馳
悪
筆
畢
、
同
三
日
移
貼
畢
、

こ
の
書
の
著
者
中
山
忠
親
は
、
根
中
納
言
忠
宗
の
子
な
り
。
正
二
位
、
内
大
区
に
至

b
、
建
久
五
年
十
二
月
菟
ナ
。
年
六

十
四
、
こ
の
香
の
外
に
水
鏡
あ
の
。
そ
の
日
記
を
山
椀
記
と
い
ふ
。
諸
家
名
記
に
、
「
又
達
幸
記
、
貴
嶺
記
、
深
山
記
」
と
記

せ
り
。
貴
嶺
ぞ
幸
一
名
と
し
た
る
一
は
、
中
山
の
意
な
る
ぺ
し
よ
卦
一
般
の
奥
書
に
、
「
正
本
食
季
卿
惇
之
」
と
あ
る
衆
季
は
、
忠
親

の
子
、
「
忠
定
卿
」
は
、
忠
親
の
長
子
桔
大
納
言
乗
宗
の
子
な

b
。

禁

秘

抄

二

巻

順
徳
院

寛
文
刊
本
、
前
回
一
本
、
松
弁
本
、
三
谷
と
し
た

9

。

禁
中
に
於
げ
る
故
賞
作
法
を
か
、
せ
給
ひ
し
書
に
て
、
賢
所
、
及
び
清
涼
、
紫
官
民
雨
践
の
あ
り
さ
・
ま
、
恒
例
臨
時
の
行

禁

秘

抄

内
四
三



七
十
二
俣
九

十
こ
月
直
子
暦
回
中
段
十
.
一

J

年
蔵
中
小
ニ
ー
紀
世
十

地
動
f-
四
・
祭
鳴
性
十
五

野
干
名
士
口
凶
す

禁

秘

抄

四
附
図

事
、
供
御
λ

御
装
束
j

近
習
蔵
人
、
女
房
日

E
の
事
よ

b
A
詔
勅
、
宣
命
等
の
政
務
に
閲
す
る
事
、
御
修
怯
、
御
寵
経
等
の
僻
事

こ
の
書
の
註
緯
香
は
1

左
の
如
し
。

本年 1寸F

F秘
… 忌 t捗少
井考

詰 註註
， 

六

牟

田

tt.1i 

泉

占

包正

井

義

生官

"* シ通ぐ
部

抄
…
註

連

水

・

居

常

禁

秘

抄

住

家

千

j乱

民

禁

秘

抄

問

書

大

塚

嘉

樹

-批

4
H
Z
b
且

ミ

哨

m

r
E
-
4
F
事

..::::: 

河滋

根 ffifー
井

秀公

詳根毘

未

君事:桂，特'控持控
ヨ弓二ξ 2司ミミ ;;7J，、 ~，、 ，.‘ 

秘秘・ jjj八.秘，班、秘

抄.抄'下一 抄・抄'抄

龍ー稗抄補ー間集

珠義註詰ー書註

ーー一

伴

信

友

栴

キ良 田

正忠

敬

mfJ 

直

未

詳

拾

芥

略

要

抄

歳
時
よ
り
、
紳
祉
、
備
事
、
図
郡
、
宮
誠
、
方
角
、
八
卦
等
に
至
β
事
物
を
簡
略
に
記
し
た
る
も
の
な
h
y
。
倉
敷
三
品
位
な

b

し
を
、
後
に
は
亦
ち
て
六
容
と
し
た
る
も
あ
り
。
そ
の
篇
目
は
左
の
如
し
u

上
倉
本

歳
時
一
歳
遮
一
'
一
・
大
蔵
名
三
ン
人
名
四

十
二
律
名
五

十
二
時
異
名
六

二
十
四
気
七

六
十
四
卦
八

お

安

絡

要

抄

四
四
五



扮

芥

略

要

抄

六

佐
烏
成
集
十
七

物
忌
十
八

諾
額
十
九

世
間
不
静
時
方
ニ
ヤ

四
主主

切
韻
目
録
サ
四

詩
家
サ
五

文
筆
主
ハ

上
巻
末

本
朝
世
系
年
々
サ
セ

日
本
紀
以
下
サ
八

和
歌
家
品
H
4
A

紳
奨
叶
凶
日

奨
器
叶
五

中
倉
本

百
官

位
階

官
位
唐
名

官
位
相
官
凶

中
審
下

女
官
位
六

綱
所
七

院
司
八

御
給
九

十

年
中
行
事
十
四

儀
式
勝
十
五

御
書
御
服
十
六

名
所
々
サ
一

京
程
サ

本
朝
国
郡
サ
一
一
一

下
倉
本

諾
赴

紳
事

十
陵
=
一

図
忌
悶

{
示
十

諾
信
士
一

滞
日
月
十
三

戒
法
十
四

下
巻
末

飼
誠
二
十

俊
文
サ

衣
服
寸
法
サ

飲
食
す
八

十
六
禽
サ
九

ム
ハ
畜
=
干

三
牲
=
子
一

明十
ノ、

五
行
器
品
川
七

諸
事
吉
凶
日
叶
八

養
生
品
川
・
九

史
料
編
纂
所
の
所
蔵
古
詩
本
一
器
は
、
首
尾
敏
逸
し
て
、
左
の
部
目
あ
り
。

入
十
入
省
指
固

λ
十
一
宮
域
指
国

八
十
二
京
国
-一一一

零

時

ヂ
-i

主
主
3
4
4
8二
乏
必
補
正
坦
ι

内
、
浮
家
主
'
亙
雪
パ
遅
刻

w
S高
t
4

F
秀

J
E愛
子
塁
手
ぺ
添
え

2

需
品
違
憲
議
安
心
は
さ
ま
川
川
吃

物
以
刊

j

品
明
東
塁
待
青
山
貞
心
境
語
字
判
し
や
す

主
主
;
忠
清
志
兎
愛
妻
円
安
三
江
戸

市
明
一
恥
一
一
蕊
受

oi・
小
宮
立
霊
泉
伊
丹
体
系

at-

m刊
r
L
V
，
♂
川
j
4
u
J
A
J
6弘
f

・r
q
d
J・
宏
事
竜
命
令
官
-
速
H
3
J
f

没
者
三
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f珪Ji3iZ3??
理問問白日
;;?白日百hJd'企
;52EE呂田J
:{~、 l'il百回;運.玉、

諸
国
参
期
サ
阿

霊
所
五

三
賀
十
五

印
員
サ

民
間
六

唐
家
世
立
サ

聖
賢
サ

経
見
サ

源
氏
物
語
目
録
=
?
?

一昔奨品川

催
馬
蹴
民
主
一

風
俗
叶

姓
戸
録
五

諾
司
官
人
座
次
十

会
卿
濫
鰐
十

贈
官
位
十

附
掴
詮
続
人

申
政
匙
限
十
七

底
朝
十
八

官
披
十
九

諾
名
所
二
十

改

田
籍
サ
一
品

七
高
山
六

三
閲
七

犬
橋
八

諾
寺
・
九

諾
備
す

諸

諾
敬
誠
十
六

五
官
十
七

赦
令
十
八

服
紀
十
九

物
充
算
法
サ
四

棄
物
方
主
主

買
貸
主
ハ

五
色
廿
七

玉
虫
古
一

方角骨一一一

八
卦
品
川
凶

民
足
品
川
五

生
年
吉
凶

八
十
三
所
々
事

λ
十
四
京
程

λ
十
五
方
角
禁
忌

八
十

六
土
忌
法

八
十
七
入
卦
忌

八
十
八
金
紳
七
銭
法
事

i¥. 
卦

九
十
一
本
命
扇
旦

λ
十
九
厄
年

九
十
繰
偽

拾

九
十
二
命
木

芥

明
か
詳
略
兵
同
は
あ
れ
E
、
中
港
下
の
中
、
宮
城
十
九
以
下
、

下
巻
末
の
中
、
方
角
以
下
と
同
じ
き
も
の
な
り
。

抄

と
の
書
上
巻
の
巻
首
に
は
、
略
要
抄
と
し
、
中
下
二
容
は
、

拾
芥
抄
と
記
し
、
中
倉
目
録
に
は
、
「
或
略
要
抄
」
と
あ

b
。

(議JiJrJiJr纂飼料史〉

前
岡
本
に
は
、
上
中
下
と
も
、
港
首
に
拾
芥
略
要
抄
と
し
た

b
。
蓋
し
本
名
は
拾
芥
略
要
抄
に
し
て
、
拾
芥
抄
と
い
ひ
、

略
要
抄
と
い
へ
る
は
、
そ
の
略
抄
な
る
を
知
る
ぺ
し
。

こ
の
書
の
著
者
は
、
日
本
書
籍
考
、
及
び
群
書
一
覧
に
、

東
山
賀
煎
と
い
へ

b
。
貨
抱
一
は
、
洞
院
公
定
の
子
な
り
。
然

れ
ど
も
、

拾
+
介
略
要
抄

上
巻
英
書
に
、
寝
本
一
宮
、
彼
本
者
、
洞
院
相
国
被
抄
之
、
的
呆
守
借
正
留
寓
之
、
官
寺
師
座
主
相
体
、
令
深
秘
被
納
箱
底

問
四
七



拾

芥

時

要

抄

四
四
八

一宮.々
、

と
見
え
、
三
候
西
会
僚
の

ιP e ， 
一.

奥
書
に
も
、
比
抄
、
洞
院
中
国
相
園
会
資
印
刷
香
也
、
紹
巴
法
師
志
皐
火
、
依
芙
士
山
切
典
之
令
寝
之
、
卒
馳
筆
絡
功
、
可
謂

勉
者
乎
、天

文
廿
三
年
股
下
砕

格

名

野

制
(
花
押
)

と
あ
り
。
洞
院
相
図
公
賢
は
、
公
定
の
祖
父
に
し
て
、
呆
守
借
正
は
会
賢
の
子
な
¥
り
。
会
賢
の
つ
路
香
也
」
と
い
ひ
、
「
.
被
抄

之
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
賃
娘
の
著
と
す
る
誌
の
誤
な
る
は
明
な
h
y
o

蓋
し
明
胎
元
一
年
甘
露
寺
親
長
奥
書
に
、
「
以
前
院
家

本
一
鈴
懸
川
村
稲
川
」
と
あ
る
そ
設
h
て
、
貫
一
般
の
若
と
推
定
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。
然
ら
ば
、
或
は
「
秘
書
」
と
い
ひ
、
或
は

寸
被
抄
」
と
記
し
た
る
に
よ
り
て
、
こ
れ
を
会
賢
.
の
若
と
す
ぺ
き
か
。
岡
田
正
之
博
士
の
拾
芥
抄
考
に
は
、
会
賢
の
若
と
じ

て
、
官
犯
の
増
補
し
た
る
も
の
と
推
断
せ

b
。
さ
れ

E
、
会
賢
ば
、
延
文
五
年
、
七
十
歳
に
て
亮
じ
、
こ
の
書
籍
目
録
の
臭

書
の
永
仁
二
年
の
頃
は
、
未
だ
四
歳
な
れ
ば
、
あ
は
子
。
な
ほ
こ
の
書
の
中
に
は
i

永
仁
二
年
以
後
・
に
閲
す
る
も
の
頗
ゐ
多

し
。
ぞ
は
上
巻
末
本
朝
世
系
年
々
部
に
は
、
「
一
言
親
町
廿
九
一
一
今
上
」
ゐ
'
り
て
、
今
上
は
後
陽
成
天
皇
の
御
事
な

b
。
和
歌

家
部
勅
撰
集
を
ば
、
後
花
園
天
皇
の
御
代
の
、
結
古
今
和
歌
集
撰
準
ま
で
記
し
て
、
ぞ
の
中
に
、
文
安
元
年
の
事
ゐ

b
。
下

各
本
服
紀
部
の
中
に
は
、
貞
和
四
年
の
問
答
あ

h
。
暦
臆
四
年
の
事
見
え
た
る
ト
部
食
堂
の
詩
文
ゐ
b
。
同
巻
末
飼
磯
部

の
中
に
は
、
暦
臆
四
年
中
・
原
朗
成
の
文
ゐ

b
0
・
康
氷
元
年
の
事
を
記
し
た
る
註
ゐ
b
。
下
巻
に
見
え
た
る
暦
庭
、
良
和
等

は
、
公
賢
五
十
歳
よ
り
、
六
十
歳
ま
で
の
程
な
れ

E
、
上
容
に
見
え
た
る
丈
安
元
年
は
、
会
賢
の
菟
去
の
後
入
十
五
年
に
ゐ

た
b
、
後
陽
成
天
皇
の
御
代
は
、
宮
煎
の
克
守
し
よ
h
J
、
百
三
十
五
年
の
後
な
れ
ば
、
会
賢
の
撰
と
す
と
も
、
宜
保
の
追
記

主
す
と
も
合
は
や
'
。
位
し
御
陸
代
の
御
世
系
等
は
、
こ
の
書
の
外
に
も
、
後
人
が
順
次
追
記
し
た
る
例
ゐ

h
。
六
倍
天
皇
の

御
代
の
頃
の
撲
と
推
定
せ
ら
る
る
ニ
中
陸
の
年
代
匿
に
、
文
保
、
元
弘
、
文
和
、
永
享
を
記
し
て
、
蛍
今
、
或
は
今
上

E
詰
し
、

ま
た
後
烏
溺
天
皇
の
御
代
の
頃
、
藤
原
資
隆
の
若
は
し
た
る
簾
中
抄
に
も
、
そ
れ
よ
り
以
後
の
事
見
え
た
り
。
そ
の
外
、
歴

代
皇
紀
、
皇
年
代
略
記
以
下
の
諸
書
に
も
、
そ
の
例
砂
か
ら
?
。
以
て
本
書
の
中
に
も
、
後
人
の
迫
記
あ
り
た
る
事
を
類
推

す
る
を
得
一
へ
し
。
な
ほ
上
倉
本
-
唐
家
世
立
部
の
中
大
明
の
下
に
「
己
下
私
加
恥
中
至
哉
竪
帝
、
九
十
三
宇
也
、
比
弦
間
庭
元

年
-
嘗
本
朝
永
一
服
十
年
也
‘
」
と
記
し
、
同
巻
末
換
器
部
に
、
「
私
註
首
書
云
、
横
笛
一
管
、
一
一
附
的
L

云
々
・
と
あ
る
に
よ
bd
て
、
そ

.
の
後
陽
府
天
皇
ま
で
を
記
し
、
績
古
今
和
歌
集
の
撰
進
、
及
び
文
安
元
年
の
事
の
私
加
、
ま
た
は
私
註
に
し
て
、
原
書
の
ま

ま
に
あ
ら

g
bし
事
は
推
定
す
る
に
足
れ
ち
。
殊
に
前
掲
の
下
各
本
服
紀
部
の
中
な
る
貞
和
四
年
等
も
、
前
田
本
に
は
、
哉

は
首
書
と
な
し
、
或
は
な
き
も
の
も
み
の
れ
ば
、
本
書
の
中
、
永
仁
以
後
に
闘
す
る
も
の
は
、
後
の
私
加
、
私
詰
、
或
は
首
香
な

り
し
が
、
混
れ
て
本
文
と
な
ち
し
も
の
な
る
ぺ
し
。
殊
に
史
料
編
纂
所
の
所
臓
古
詩
本
の
残
闘
は
、
他
の
本
主
甚
し
〈
異

な
る
と
こ
ろ
あ
る
に
よ
り
て
考
ふ
る
に
、
著
者
の
増
訂
し
た
る
も
の
も
あ
る
ぺ
〈
、
後
人
が
、
漸
次
迫
加
増
補
し
て
、
惇
本
・

の
如
き
も
の
と
な
り
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。
き
れ
ば
上
容
奥
書
に
、
「
洞
院
相
国
被
抄
之
」
と
あ
る
は
、
会
賢
が
、
こ
の
書
を

若
は
し
た
る
意
に
は
あ
ら
?
、
抄
録
し
た
る
よ
し
な
る
べ
し
。

捻

芥

要

略

抄

四
四
九



申

山

=

一

保

口

傍

抄

四
五

0
・

三
の
書
の
も
の
に
見
え
た
る
は
、
文
明
十
二
年
三
月
1

中
御
門
宣
胤
所
蔵
の
本
を
中
院
に
貸
し
た
る
事
、
宣
胤
卿
記
に

見
え
、
大
永
四
年
四
月
、
三
候
西
宮
陸
、
こ
の
書
三
冊
宏
経
師
に
誌
は
し
て
、
絞
ら
せ
た
る
事
、
賃
隆
公
記
に
記
し
、
言
総
卿

記
に
も
、
こ
の
書
の
事
散
見
せ
り
。

こ
の
害
の
古
寓
本
は
1

臭
料
編
集
所
々
臓
の
古
詩
残
閥
一
巻
、
及
び
侯
岱
前
田
利
免
氏
所
蔵
の
古
管
制
本
あ

b
。
史
料
編

裳
所
本
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
詩
歌
懐
紙
の
裏
面
に
記
じ
た
る
も
の
な
れ
ば
、
最
も
古
き
も
の
な
る
ぺ
し
。
刊
本
に
は
、
慶

長
の
古
活
字
、
慶
安
、
明
暦
1

寛
文
等
の
刻
本
、
及
び
故
買
叢
書
に
枇
め
た
る
も
の
あ

b
。

中

山

保

口

停、

抄

中
山
三
候
雨
家
の
故
貨
に
闘
す
る
事
E
も
そ
記
.
し
た
る
も
の
な
り
。
ま
た
中
山
三
候
口
停

ιし
た
る
も
あ

b
、
三
中

口
俸
と
題
し
・
た
る
も
あ
り
。
'
港
数
五
巻
に
し
て
、
こ
れ
を
甲
乙
に
亦
ち
て
八
巻
と
し
た

b
o
そ
の
篇
目
左
の
如
し
。

港

甲
乗
車
儀
事

高
野
御
幸
事

出
行
事
'
牛
車
登
車
人
参
内
事

禁
中
故
質
事

立
車
事

乙
一
躍
儀
事

客
人
家
臨
事

位
者
組
事
.
土
下
封
而
儀
事

港

甲
貴
賎
饗
臆
事

る
一
節
供
事

酒
肴
問
事

湯
漬
薯
張
粥
亭

陪
膳
役
話
事

打
数
問
事

懸
盤
以
下
湛

最
彩
色
事

菓
子
同
事

贈
物
同
事

港
三
'
鋪
設
装
束
事

庭
上
儀

部
屋
名
事

品
位
四

昭
会
事
問
事
諸
役
人
事

装
束
事

布
施
事

短
冊
事

被
物
事

乙
諸
織
法
事

纏
頭
問
事

七
賀
塔

事

七
賀
異
説
事

可
間
三
偽
名
事

銭
問
事

者三
官手
事

消
息
事

吉
害
問
事

諸
寺
往
来
持
彦
事

日
時
勘

丈
事

硯
問
事

封
同
事

百
首
和
歌
事

定
文
事

諾
詞
一
帯

会
家
御
一
腕
結
願
寺

中
陰
同
事

品

位

五

会
家
御
前
事

東
寺
濯
頂

神
泉
苑
御
読
経
事

法
舎
儀
事

兵
長
者
於
法
成
寺
行
御

諦

経

儀

事

立

列

事

各
僚
に
或
は
三
と
註
し
、
或
は
中
と
記
し
た
り
。

堂
建
取
御
諦
経
文
事

罪
事

管
絃
一
帯

雑
談
事

三
ば
三
保
家
に
し
て
、
中
は
中
山
家
な
り
。
こ
の
書
は
、
い
か
な
る
人

の
著
し
あ
ん
る
も
の
か
明
な
ら
?
。
但
し
一
本
に
は
、
三
伎
の
傍
に
、
「
三
候
大
相
園
会
房
公
と
詰
し
、
中
山
の
傍
に
与
中
山

大
臣
忠
親
会
、
会
房
企
外
男
也
」
と
註
し
た
り
。
こ
の
傍
註
ぞ
義
知
の
案
と
記
し
た
る
も
の
あ
り
。
義
知
は
安
井
義
知
な

り
。
港
三
に
、
「
兵
部
卿
三
位
基
親
」
と
見
え
て
、
基
親
の
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
る
は
、
建
久
三
年
な
り
。
ま
た
定
二
に
、
「
故

入
道
左
府
」
と
し
て
、
貫
一
辰
之
傍
註
し
た
る
と
こ
ろ
あ
り
。
質
房
は
合
同
W

の
父
に
て
、
建
久
七
年
出
家
し
、
嘉
誠
元
年
菟
じ

た
り
。
ま
た
同
巻
に
「
内
府
説
」
と
し
て
、
忠
親
会
と
傍
註
し
た
れ
ば
、
「
先
企
之
時
」
と
記
し
た
る
は
、
賃
房
な
る
ぺ
し
。
公

房
は
、
承
久
三
年
太
政
大
臣
ぞ
鮮
し
て
、
嘉
一
胸
元
年
出
家
し
、
建
長
元
年
、
七
十
一
に
て
菟
じ
た
れ
ば
、
嘉
藤
以
後
、
亡
父
宮

民
主
、
外
男
忠
親
の
口
停
を
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

こ
の
書
に
は
、
大
永
五
年
一
一
保
各
良
の
奥
書
ゐ
hJ
。
丹
鶴
叢
書
、
績
群
書
類
従
に
牧
め
た
り
@

中

山

三

終

日

間

同

抄

四
五


